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広域に顕在化する砂漠化問題は，不適切な土地利用が広範囲にわたって行われることに起因する．そのた

め，現行の土地利用形態にもとづく詳細な土地荒廃評価を広域で実施することが求められる．本研究は，

中国ホルチン砂地における典型的土地利用タイプをフィールド調査により特定した上で，タイプ別に土 

地荒廃の生物物理的特性を明らかにするとともに，GIS・リモートセンシングによって土地利用タイプの広

域分布を明示することにより，フィールドで得られた知見の面的拡大を試みた．フィールドでは土地利用

のタイプ・年数別に植物群落，土壌特性，作物生産量を調べ，広域解析ではALOS/AVNIR-2およびPRISM

画像を用いてオブジェクト指向とデジタル写真測量の手法を組み合わせた土地分類を行った．本発表では，

これらの結果を紹介するとともに，今後の土地利用計画策定に向けた研究の展開についても触れたい． 

 


